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朝鮮通信便饗応食（第12報）旅中の食材料等の提供について

　　　　　　　長崎女子短大　　　　　大坪　藤代

　目的：通信使への接待には幕府及び沿道諸藩の饗応食、下行（食材料等の提供）、音物

　（進物）などがあった。道中の饗応食については、五所路宴となった正徳信便を除くと、

参向時は三便・上々官（朝・晩七五三。昼5E5三）、上官（朝・晩五五三、昼二汁五

菜）、中・下官（二汁八菜～一汁四菜）であるが、下向時は、中官以下には膳部が用意さ

れたが、三便～上官では下行であった。また、海路でも参・下向ともほぽ下行であった。

そこで下行の概要について調査した。

　方法：宗家記録類（壬戊信使記録五拾－、正徳元年信便参向海陸御賄下行帳、延享五年

信便記録五拾、宝暦信使下行方毎日記、宝暦十四年下行方目録、文化信便記録五日次物定

式等）、広島藩記録類（延享度朝鮮人来聘記六、宝暦度朝鮮人来聘等)、通航一覧等によ

り分析した。

　結果:①下行物は冪府よりの基準が示され各地共に米、酒、調味料、魚鳥、野菜、菓子

・果物、茶等の食料品及びたばこ、燃料等でその量は三便（三汁九・十菜)、上々官（三

汁八・九菜）、上官（二汁七・八菜）、中官（一汁六・七菜）、下官（一汁五・六菜）の

の相当量でった。②下行物の種類と量については、米い人前1 日分三便4升、下官1 5

升）、獣鳥肉（三便猪又は鹿１肢、下官なし）とかなりの階級差がみられた。③地域差は

米、酒、調味料等は同じであるが魚鳥、卵、野菜に若干の差がみられた。④参・下向差に

ついては同年代の下行物記録がみつからず判明しなかった。⑤時代差については、酒は天

和度に多く、卵・菓子等は正徳に多い等食品の種類で異なった。
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目的　「南蛮料理書」は南蛮の菓子や料理を集載するものとして貴重な存在であるが、成

立年代や内容などについては未だ不明な点が多い。本書の理解を深めるには、南蛮につい

ての知識を広汎に蒐集することが望ましく、その一環として15 7 9年、15 9 0年、1

5 9 7年の三たび巡察師として来日したイエズス会の司祭であるAlessandro

Valignanoが著した表記の文献にみえる食に関する事項について検討した。

方法　「日本管区及びその統括に属する諸事の要録」（15 8 3年筆）及び同「補遺」を

底本とする「日本諸事要録」に記された食に関する記述を全て収集し、関連のある事項を

まとめて内容を整理した。本書は在日イエズス会宣教師の最高監督者としての著者がロー

マの総長に宛てた機密に属する報告書で、当時の日本のキリスト教内部の深刻な諸事情の

内面を窺うことができるものである。

結果　日本国内の修院に居住する宣教師や同宿、学院の子供等の食事をはじめ、外来の客

にふるまわれる食事を通して、南蛮に関与する人々の食事をかいま見ることができた。記

述中主な内容は接待と食嗜好に関与することに大別された。接待に関する事項については

日本人の慣習として接待は必要欠くべからざるものであり、それは厳格に客の身分に応じ

たものであること、またこれにかかる費用は修院の人々の食費の半額に達するとしている

食嗜好に関するものとしては日本人と欧州人の嗜好の相違は、味覚や嗅覚において一方に

満足を与えるものは他方を嫌悪させるものであると認識しながら、布教のためには自らを

制して嗜好を棄て、日本の食物に適応せねばならぬと、嗜好の馴化を促している。
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